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優れた技術で地球環境問題へ貢献

環境先進地域・関西



『関西』の概要

はじめに
　関西は、高度経済成長期に琵琶湖などの水質汚濁、工場からの大気汚染や廃棄物問題に直面した際に、官民
連携による絶え間ない努力と企業の技術開発の結集により経済発展と環境保護を両立するという重要な「課題解
決」を実現してきました。この結果、関西には、環境・エネルギー関係の優れた技術・製品が生まれてきました。「環
境先進地域・関西」は、アジア各国をはじめ、経済成長と同時に環境への取り組みを進めようとする国々のお役
に立てるのではないかと考えています。
　関経連では、関西の優れた環境・エネルギー技術を広くPRし、環境・エネルギー技術製品等のビジネスを活
発化するため、本事例集を2008年に発行し、以来、多くの方にご覧いただいています。
　ぜひ、本事例集をご活用いただき、アジアをはじめ海外とわが国（関西）企業との間で、環境・エネルギー技術・
製品等のビジネスが活発化し、世界の持続的な発展や地球環境問題の解決の一助となることが出来れば幸いに
存じます。

2015年3月　公益社団法人 関西経済連合会

●日本列島のほぼ中心に位置し、2府4県で構成。
　※ 下記地図では、関西広域連合に参加している、あるい

は当会活動に関連がある関西周辺の4県も薄色で表示。
●域内総生産は80.8兆円（日本全体の約16%）。
●人口は約2160万人（日本全体の約17%）。
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　　（出典 APIR 「2014年版 関西経済白書」）
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優れた技術による『関西』の環境問題の克服

大阪市内における主な大気汚染物質濃度の推移

●関西における大気汚染の改善の事例

※大阪市内26か所（一般大気測定局15局、自動車排出ガス測定局11局）における測定結果平均値
（出典　大阪市環境白書（2014年度版））

（出典　大阪府『おおさかの環境2013』）
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●関西における水質汚濁の改善の事例

大阪府内河川におけるBOD汚濁負荷量の推移
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※BOD：生物化学的酸素要求量。河川の汚れ度合いを示す代表的な指標。
（出典　大阪府環境白書　2014年）
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官民連携による高度な水管理システムの構築

〈これまでの経験・取組み〉
●1950年代後半からの高度経済成長期に水質汚染問題を経験し、水質汚濁防止法により工場排水

の基準を定めるなど、環境問題の解決へ向けて対応。
●地方自治体の高い管理能力と、民間企業による不純物を取り除くろ過膜、配排水管、バルブ、ポンプ、

水質測定など個々の技術開発により、安心・安全な上下水道の供給を実現。
●水処理用膜による省水（再利用）技術、配管の耐震・漏水防止技術により、少ない取水量で高度な

経済活動を行う効率的な水管理システムを構築。
●琵琶湖・淀川水系を中心として、省水技術、耐震・漏水防止技術、排水処理技術など数多くの上

下水道に関する優れた技術を有する企業が集積。

〈関西の技術・製品のおもな貢献ポイント〉
生活排水・工場排水による水質汚濁、水質源として利用できる水不足などの問題解決

主な事例

水処理技術

測定技術 海水淡水化技術

■液中膜による下水・産業排水処理 ■FRP製浄化槽による生活排水浄化

海水淡水化用中空糸型逆浸透膜

■高効率で省エネルギーな海水淡水化

オンラインTOC測定器

■排水中等の有機汚染物質計測

液中膜による下水・排水処理システムフロー FRP製担体流動型浄化槽



優れた技術による省エネルギーと地球温暖化抑制

〈これまでの経験・取組み〉
●エネルギー自給率の低さ、産業部門におけるエネルギー利用割合の高さが原因となり、1970年

代の2度にわたる石油ショックでの苦い経験。
●1979年に省エネ法を制定し、工場にはエネルギー使用に関する高性能機器の導入の奨励や中長

期的なエネルギー消費の低減などを求め、産業部門のエネルギー利用割合の大幅低減を達成。
●1999年の省エネ法改正により、トップランナー制度を導入し、自動車や家電等の製造事業者に

は、技術進歩の度合に応じた優れたエネルギー効率の製品出荷を要請。
●関西には多種多様な商品を開発生産するメーカーが集積しており、さまざまな優れたエネルギー

マネジメントに関する技術・ノウハウが蓄積。

〈関西の技術・製品のおもな貢献ポイント〉
経済発展や都市化に伴うエネルギーの需要増大の抑制と省エネルギーを通じた地球温暖化抑制

主な事例

省エネルギー（空調・照明）

省エネルギー（生産工程）

■商用電源不要の自立型照明■冷温水圧損低減剤による空調の省エネ

■未利用水力エネルギーの発電利用 ■蒸気利用工程における発電

セントラルビル空調への冷温水圧損低減剤導入 ソーラー・LED照明灯

発電機一体型　小水力発電装置 スクリュ式小形蒸気発電機

冷温水圧損低減剤

冷温水圧損低減剤を



廃棄物の適正管理・有効利用による循環型社会形成

〈これまでの経験・取組み〉
●1950年代後半からの高度経済成長に伴い、「増加する都市ごみの衛生管理」の観点から、市町村に

おいて収集から最終処分に至る都市ごみ処理システムの本格整備に着手。
●埋立処分場の確保が困難な国土であり、夏は高温多湿な風土であることから、焼却処理が公衆衛

生を守るための中間処理として発展。
●1967年に公害対策基本法、1970年に水質汚濁防止法、また、1999年にダイオキシン類に関

する特別措置法などが制定され、それぞれの規制を厳格に遵守する処理システムを構築。
●排出源での分別、効率的な収集運搬、焼却発電をはじめとした各種の中間処理システムの構築と

維持管理、最終処分の適正管理により、都市ごみを適正に処理し有効利用する循環型社会を形成。

〈関西の技術・製品のおもな貢献ポイント〉
経済成長や人口増加に伴う廃棄物の急激な増加や、最終処分場の確保難といった問題解決

主な事例

廃棄物の再資源化

リサイクル技術

■下水汚泥の減量化・燃料化■廃棄物発電システムの導入

■製鉄ダストのリサイクル ■プラスチックのリサイクル

大阪市清掃局舞洲工場 下水汚泥乾燥製品

製鉄ダストリサイクルプラント 自己循環型マテリアルリサイクルの全体フロー



環境改善技術による大気汚染・土壌汚染の防止

〈これまでの経験・取組み〉
●1950年代後半からの高度経済成長とともに工業都市部周辺での光化学スモッグの著しい増加な

ど、問題が深刻化。
●公害防止条例、公害対策基本法、大気汚染防止法による排ガスの脱硫・脱硝規制などの導入により、

発電所や工場、自動車などの排ガスによる大気汚染を削減。
●工場用地における重金属類や揮発性有機化合物などの土壌汚染、これに伴う地下水の汚染などに

対応するため、2002年に土壌汚染対策法を制定。
●大気・土壌汚染を防止するためのさまざまな法規制を背景に、測定技術と対策技術の両面での環

境改善技術が発展。

〈関西の技術・製品のおもな貢献ポイント〉
SOx・NOx・VOC等による大気汚染や重金属類などによる土壌汚染防止、温室効果ガスの排出抑制

主な事例

環境有害物質の除去技術

■VOCの回収処理■SOx・NOxの除去

■燃焼排ガスCO₂分離・回収 ■排ガスの計測 ■土壌汚染物質測定

温室効果ガス対策 測定技術

脱硫プラント VOC回収装置

CO2回収プラント 排ガス測定装置 Cd濃度  簡易・迅速測定キット

フィルター
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関西経済連合会ホームページに本誌紹介事例の他、
150件以上を日本語・英語・中国語で掲載しております。

詳細は下記URLをご覧ください。
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あり、これらについて移転・販売することを保証するものではありません。また、本書掲載の事例は、
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When the Kansai region faced problems with water contamination in Lake Biwa and other water
resources as well as air pollution and waste from factories during the high economic growth period,
the region solved the vital challenge of simultaneously achieving economic growth and protecting
the environment through continued, concerted efforts by the public and private sectors and the
culmination of corporate technological development. As a result, excellent technologies and
products relating to environment and energy are being produced there. We believe that Kansai, as
an “Environmentally Advanced Region,” helps various countries and regions, including other Asian
countries, with efforts to achieve economic growth while protecting the environment.

Aiming at widely publicizing superb environmental- and energy-related technologies in the Kansai
region and promoting business opportunities for such technologies and products, Kankeiren first
published the booklet containing various case studies in 2008 with the help of many people and
concerned organizations. Since then, we have improved and annually updated it to include the
latest technologies. We prepare the booklet in three languages—Japanese, English and Chinese—in
book and website forms, which has been read by many people.

We sincerely hope that this booklet will be useful to create business opportunities for environment -
and energy- related technologies and products between companies in Asian and other foreign
countries and Japan (Kansai). Through such activities, Kankeiren will contribute to sustainable
development throughout the world and the resolution of global environmental problems.

March 2012

Kansai Economic Federation (Kankeiren)

Cooperating economic organizations, government agencies,
research institutions, companies and other organizations

Osaka Chamber of Commerce and Industry, Kyoto Chamber of Commerce and Industry, Kobe
Chamber of Commerce and Industry, Kansai Association of Corporate Executives
METI Kansai Bureau of Economy，Trade and Industry, MLIT Kinki Regional Development Bureau,
Shiga Prefecture, Kyoto Prefecture, Osaka Prefecture, Hyogo Prefecture, Nara Prefecture,
Wakayama Prefecture, Tokushima Prefecture, Tottori Prefecture, Osaka City, Kobe City, Sakai
City, Higashiomi City
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Research Institute of
Innovative Technology for the Earth
Osaka ATC Green Eco Plaza，Foundation of Kansai Research Institute

　関西は、高度経済成長期に琵琶湖などの水質汚濁、工場からの大気汚染や廃棄物問題に直面しました際に、官
民連携による絶え間ない努力と企業の技術開発の結集により、経済発展と環境保護を両立するという重要な「課
題解決」を実現してきました。この結果、関西には、環境・エネルギー関係の優れた技術・製品が生まれてきま
した。「環境先進地域・関西」は、アジア各国をはじめ、経済成長と同時に環境への取り組みを進めようとする
国々のお役に立てるのではないかと考えています。

　関経連では、関西の優れた環境・エネルギー技術を広くPRし、環境・エネルギー技術・製品等のビジネスを活
発化するため、本事例集を多くの皆様のご協力をいただき2008年に発行いたしました。以来、毎年改良を重ね、
最新の技術に更新し、日本語・英語・中国語の3ヶ国語を製作し、冊子版・ホームページ版で多くの方にご覧いた
だいています。

　ぜひ、本事例集をご活用いただき、アジアをはじめ海外とわが国（関西）企業との間で、環境・エネルギー技
術・製品等のビジネスが活発化し、世界の持続的な発展や地球環境問題の解決の一助とすることが出来れば幸い
に存じます。

2012年3月
公益社団法人　関西経済連合会

（2015年1月情報更新）

ご協力いただいた経済団体・官公庁・研究機関等

・大阪商工会議所、京都商工会議所、神戸商工会議所、社団法人関西経済同友会
・経済産業省近畿経済産業局、国土交通省近畿地方整備局、滋賀県、京都府、大阪府、
　兵庫県、奈良県、和歌山県、徳島県、鳥取県、大阪市、神戸市、堺市、東近江市
・独立行政法人産業技術総合研究所、財団法人地球環境産業技術研究機構
・おおさかATCグリーンエコプラザ、財団法人関西文化学術研究都市推進機構
・組込みシステム産業振興機構
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・
・
・
・

タイトル 会社名

バイオリファイナリ―技術開発 公益財団法人 地球環境産業技術研究機構
(RITE)

バイオ燃料製造設備＆関連装置 浜田化学株式会社

流動層バイオマスボイラ 倉敷紡績株式会社

廃棄物発電システム 日立造船株式会社

汚泥の減量化兼燃料化システム 川崎重工業株式会社

ネクストワンアルファ 株式会社鳥取再資源化研究所

亜臨界水処理技術 リマテック株式会社

廃棄物再資源化、ＲＦ燃料製造技術 リマテック株式会社

堅型破砕機 クボタ環境サービス株式会社

製鉄ダストのリサイクルプラント 株式会社神戸製鋼所

高品位再生プラスチック材料 株式会社近江物産

Ｈｉｔｚパールシステム 日立造船株式会社

廃塩化鉄液の再生リサイクル技術 株式会社アステック入江

廃プラスチックのリサイクル技術 シャープ株式会社

循環型リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ®(エコス)」シリーズ 株式会社スミノエ

廃棄物焼却炉　バーチカル炉 株式会社プランテック

堅型高速回転破砕機 極東開発工業株式会社

高層住宅ごみ収集／中継輸送設備 新明和工業株式会社

実装ラインで使用する、クリーニングペーパー洗浄機 株式会社サワーコーポレーション

ＮＳかるいたくん カナフレックスコーポレーション株式会社

家電製品等を解体しやすい両面テープ 日東電工株式会社

感染性廃棄物滅菌破砕装置 山田工業株式会社

高炉徐冷スラグ細骨材 新日鐵住金株式会社　和歌山製鐵所

窓用省エネ（遮熱&断熱）フィルム「PENJEREX®(ペンジェレック
ス)」 日東電工株式会社

高炉セメント用高炉水砕スラグ 新日鐵住金株式会社

人工石材（フロンティアストーン®/フロンティアロック®） 新日鐵住金株式会社
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